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１【提出理由】

平成28年６月22日開催の当社第64回定時株主総会において決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条

の５第４項および企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出

するものであります。

 

２【報告内容】

(1) 株主総会が開催された年月日

平成28年６月22日

 

(2) 決議事項の内容

第１号議案　取締役15名選任の件

　　　　　　　　取締役として、堀澄也、根岸孝成、川端美博、成田裕、伊藤正徳、若林宏、

　　　　　　　　石川文保、リチャード ホール、安田隆二、福岡政行、

　　　　　　　　ベルトランド オースレイ、松園直史、前田典人、田中正喜および

　　　　　　　　フィリップ ケーゲルスの15氏を選任する。

第２号議案　監査役７名選任の件

　　　　　　　監査役として、阿部晃範、山上博資、奥平哲彦、谷川清十郎、小林節子、

　　　　　　　　吉田宏一および手塚仙夫の７氏を選任する。

　　　　　　　　　　

(3) 決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要件

ならびに当該決議の結果

 

決議事項
賛成数
(個)

反対数
(個)

棄権数
(個)

可決要件
決議の結果
（賛成割合）

第１号議案    

(注)

  

　堀　澄也 1,400,706 20,084 0 可決 (93.6%)

　根岸　孝成 1,417,813 2,978 0 可決 (94.8%)

　川端　美博 1,418,246 2,545 0 可決 (94.8%)

　成田　裕 1,418,269 2,522 0 可決 (94.8%)

　伊藤　正徳 1,418,270 2,521 0 可決 (94.8%)

　若林　宏 1,418,229 2,562 0 可決 (94.8%)

　石川　文保　 1,418,268 2,523 0 可決 (94.8%)

　リチャード ホール 1,418,228 2,563 0 可決 (94.8%)

　安田　隆二 1,418,201 2,589 0 可決 (94.8%)

　福岡　政行 1,419,024 1,767 0 可決 (94.8%)

　ベルトランド
　　　オースレイ

1,173,533 247,258 0 可決 (78.4%)

　松園　直史 1,418,298 2,493 0 可決 (94.8%)

　前田　典人　 1,418,278 2,513 0 可決 (94.8%)

　田中　正喜 1,418,454 2,337 0 可決 (94.8%)

　フィリップ
　　　ケーゲルス

1,259,785 161,005 0 可決 (84.2%)
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第２号議案    

(注)

  

　阿部　晃範 1,409,642 11,549 0 可決 (94.2%)

　山上　博資 1,409,628 11,563 0 可決 (94.2%)

　奥平　哲彦 1,406,170 15,021 0 可決 (94.0%)

　谷川　清十郎 1,227,598 193,591 0 可決 (82.1%)

　小林　節子 1,246,900 174,289 0 可決 (83.3%)

　吉田　宏一 1,230,353 190,836 0 可決 (82.2%)

　手塚　仙夫 1,330,847 90,342 0 可決 (89.0%)
 

 

(注)　議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、出席した当該株主の

　　　　議決権の過半数の賛成による。

 
(4) 株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

本総会前日までの事前行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できたものを合計した

ことにより可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本総会当日出席の株主のうち、賛成、反対

および棄権の確認ができていない議決権数は加算しておりません。
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